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大
き
な
注
目
を
集
め
て
始
ま
っ
た「
日
本
の
歴
史
的
典
籍

の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」事
業
も
、今
年

度
で
八
年
目
と
な
り
ま
す
。期
待
を
越
え
て
順
調
に
進
ん
だ

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
後
継
計
画
と
し
て
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

二
〇
二
〇
に
策
定
さ
れ
た「
デ
ー
タ
駆
動
に
よ
る
課
題
解
決

型
人
文
学
の
創
成
」が
、当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
表
さ

れ（
※
）、い

よ
い
よ
始
動
し
ま
す
。そ
の
つ
な
ぎ
目
に
あ
た
る
、ず

い
ぶ
ん
大
事
な
時
期
に
館
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た

と
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

国
文
学
研
究
資
料
館
が
閲
覧
事
業
を
始
め
た
こ
ろ
、そ
れ

は
ま
た
、文
学
と
は
何
か
を
問
い
た
い
と
い
う
、お
よ
そ
無
謀

問
い
を
生
む
デ
ー
タ
へ
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文
学
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究
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料
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館
長

渡わ
た
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べ部　

泰や
す
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問いを生むデータへ
国文学研究資料館　館長　渡部　泰明

な
夢
を
携
え
て
、私
が
国
文
学
の
研
究
を
始
め
た
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。文

庫
等
を
訪
ね
歩
い
て
写
本
や
版
本
を
調
査
し
、諸
本
を
比
較
し
て
正
し
い
本

文
を
見
定
め
、図
書
館
に
閉
じ
こ
も
っ
て
関
連
す
る
文
献
を
あ
れ
こ
れ
引
っ

張
り
出
し
、先
行
す
る
研
究
論
文
を
探
し
出
し
て
は
山
の
よ
う
に
コ
ピ
ー
す

る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。一
作
品
の
、わ
ず
か
数
十
行
の
本
文
に
対
し
て

費
や
す
時
間
と
労
力
を
実
感
し
、こ
れ
で
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
文
学
の
真
相

を
問
え
る
や
ら
と
、気
が
遠
く
な
り
そ
う
で
し
た
。

　

国
文
学
研
究
資
料
館
が
で
き
た
お
蔭
で
、そ
う
い
う
国
文
学
研
究
に
関
わ

る
書
物
探
索
の
時
間
は
驚
く
ほ
ど
短
縮
で
き
ま
し
た
。短
時
間
で
詳
細
な
本

文
情
報
や
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
文
献
の
情
報
が
手
に
入
る
、私
に
と
っ
て
も
実

に
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
。現
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
は
、画
像
を
中
心

に
そ
れ
を
大
規
模
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、後
継
計
画
は
さ
ら
に
こ
れ
を

加
速
し
、高
度
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
デ
ー
タ
駆
動
」は
、関
連
す
る
情
報
を
連
動
し
て
入
手
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
ま
す
。逐
一
調
べ
直
す
必
要
が
あ
っ
た
位
相
を
異
に
す
る
デ
ー
タ
が
、ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

調
査
を
進
め
て
い
る
と
、芋
づ
る
式
に
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
ふ
い
に
そ
の「
芋
づ
る
」を
た
ぐ
る
手
が
軽
く
な
る
時
が
あ
る
。

次
々
と
物
事
が
な
だ
れ
込
ん
で
き
て
、事
柄
の
深
層
に
引
き
込
ま
れ
る
感
覚
。

何
か
が
分
か
っ
た
と
い
う
よ
り
、何
を
問
う
べ
き
か
が
鋭
角
的
に
形
に
な
る

瞬
間
で
す
。い
う
ま
で
も
な
く
、こ
の「
問
い
」こ
そ
、研
究
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。問
う
私
た
ち
は
現
実
社
会
を
生
き
る
存
在
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、問
い
は
研
究
の
意
義
づ
け
に
関
わ
り
ま
す
。「
デ
ー
タ
駆
動
」は
調
査
を
高

度
化
・
加
速
化
す
る
だ
け
で
な
く
、こ
の
問
い
の
場
を
用
意
す
る
と
こ
ろ
に
真

骨
頂
が
あ
り
ま
す
。

　

現
行
事
業
か
ら
後
継
計
画
へ
と
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、現
代
社
会
を
生

き
る
こ
と
と
、古
典
と
い
う
莫
大
な
文
化
的
遺
産
と
が
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、

新
し
い
答
え
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

※
デ
ー
タ
駆
動
に
よ
る
課
題
解
決
型
人
文
学
の
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

http://lab.nijl.ac.jp/hum
anitiesthroughddps/

　

※
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

https://w
w

w
.nijl.ac.jp/pages/cijproject/im

ages/datakudou.pdf
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〈共同研究〉

ケンペル日本コレクションより
新日本古典籍総合データベースで公開予定

Nagasaki ezu  An illustrated map of Nagasaki’. Printed c.1680 (ex Kaempfer, British Library Or.75.g.25)
長崎絵図　1680年頃（ケンペル旧蔵　大英図書館  Or.75.g.25）

Front cover and first page of Kōchi Hōin godenki. 
The latter bears a slightly dif ferent form of the title 
-Kōchi Shōnin -which Kaempfer has transliterated as 
Kootsi Foin
(ex-Kaempfer, British Library Or 75.g.23(1))

越後國柏崎弘知法印御博記　表紙、及び本文初項 
表題紙書き入れのローマ字後半部にKōchi Shōnin、
ケンペル自身がローマ字化をしたKootsi Foinと差異
あり。

（ケンペル旧蔵　大英図書館  Or 75.g.23（1））

“A book of examinations for 
the of fice of Mandarin”. 
M i s i d e n t i f i c a t i o n  b y 
Chetqua of a collection of 
Kanzeryū utaibon
( e x - K a e m p f e r,  B r i t i s h 
Library Or 75.f.28)

Chetquaによる見識録に基
づ く 記 載 例。“A book of 
examinations for the office 
of Mandarin（科挙試験本の
類）”と明らかな内容誤認が
生じている。観世流謡本 

（ケンペル旧蔵　大英図書
館  Or 75.f.28）

Dōchū kaibun ezu. 
Showing transcriptions of 
place names in Kaempfer’s 
handwriting 
( e x - K a e m p f e r,  B r i t i s h 
Library Or 75.f.7(3))

諸國安見回文之繪圖
ケンペル自筆のローマ字に
よる地名読みの書き入れあ
り。 

（ケンペル旧蔵　大英図書
館  Or 75.f.7（3））
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The Kaempfer Japanese Collection in the British Library
Hamish Todd

Head of East Asian Collections, The British Library

The British Library is the national library of the United Kingdom.  It was created in 1973 by the British Library Act 
1972 by bringing together the British Museum Library and various smaller bibliographic organisations.  Through 
the legal deposit system it receives a copy of every publication produced or distributed in the UK.  Its collection of 
over 170 million items includes materials from every age of written civilisation and 3 million new items added every 
year.

The British Library’s holdings of material written in Japanese include approximately 4,000 early woodblock-printed 
works and 400 manuscripts.  The majority of these were collected by four individuals: the physicians Engelbert 
Kaempfer (1651-1716) and Philipp Franz von Siebold (1796-1866), the diplomat Sir Ernest Mason Satow (1843-1929) 
and the surgeon William Anderson (1844-1900).  This material was transferred from the British Museum to the 
British Library on its establishment in 1973 and today they form part of the Library’s Asian and African Collections.

The first of these Japanese collections were some forty-five works formerly belonged to Engelbert Kaempfer, author 
of celebrated The History of Japan, published in 1727.  Kaempfer was a German physician employed by the Dutch 
East India Company.  From 1690-92 he served as medical officer in the Dutch trading factory on Deshima, the 
artificial island constructed in Nagasaki Bay by the Tokugawa government to house the foreign merchants.  During 
his time in Japan Kaempfer amassed a large number of books, manuscripts, paintings, botanical drawings and 
artefacts, which he used as sources for his writings following his return to Europe.  Between 1723 and 1725, some 
years after Kaempfer’s death, his family sold his collections, notebooks and papers to the polymath Sir Hans Sloane. 
When Sloane died in 1753, his vast collections became part of the newly established British Museum and the 
Kaempfer material thus became one of its foundation collections.

Kaempfer’s Japanese collection comprises chiefly maps, dictionaries, travel guides, chronologies, directories and 
popular literature, including historical novels, poetry and Joruri texts. At first sight, they are not remarkable in 
themselves, being mostly small in format and ephemeral in subject matter, typical of the printed material that would 
have been readily available while Kaempfer was in Japan.  However, with the passage of time, they have acquired a 
rarity value and bibliographical interest since few such items are extant in Japan. The numerous annotations in 
Kaempfer’s own hand in many of these books bear witness that these were his working library for his published 
works and give an insight into his understanding of Japan and its culture.  

For many years, his Japanese books lay among the Japanese collections of the British Museum, vir tually 
unrecognised and unappreciated.  As notes in a number of the books reveal, in December 1770 a Chinese model-
maker living in London named Chetqua examined them with a view to identifying their contents for the Museum.  
As he had no knowledge of the Japanese language, Chetqua frequently simply guessed at the subject of the books, 
often with surprising or humorous results.

As well as printed books and maps, the collection also includes a group of seven archival documents, which shed 
light on Kaempfer’s life in Deshima.  Among them are a paper copy of a pass allowing entry to Deshima and a 
contract guaranteeing the good conduct of Kaempfer’s student servant.  This document reveals the identity of the 
servant whom Kaempfer had credited anonymously in the preface of the History of Japan with risking his own life to 
help him obtain the books and materials he needed.  The young man was none other than Imamura Gen’emon 
(Eisei) 今村源右衛門（英生）(1671-1736) who rose to become chief interpreter (Ōtsuji) and to play an important role 
in Dutch-Japanese relations.

The British Library is delighted that through collaboration with the National Institute of Japanese Literature, digital 
images of Kaempfer’s collection of Japanese material will be made available online to researchers around the world.

〈共同研究〉
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大英図書館ケンペル旧蔵日本古典籍コレクション
大英図書館　東アジアコレクション長　　　ヘイミッシュ トッド

（和訳　日本部司書　　大塚　靖代）

　英国の国立図書館である大英図書館は、1972年大英図書館法の下、大英博物館図書館をはじめとする、国の様々
な図書関係組織を統合する形で、1973年に設立された。所蔵資料は世界中の言語と年代を網羅する1億7000万点を
超え、毎年300万点の新規資料を収蔵（納本を含む）し続けている。

　大英図書館が所蔵する日本古典籍資料は、おおよそ4000点の木板本と400の写本によって構成される。これらの
大部分の成立経緯は著名なコレクターに辿ることができる。すなわち、医師であったエンゲルベルト・ケンペル 

（1651～1716）とフィリップ・フォン・シーボルト（1796～1866）、外交官アーネスト・メイソン・サトウ卿（1843～
1929）、そして外科医であり同時に日本美術愛好家であったウィリアム･アンダーソン（1844～1900）の4名である。
1973年の大英図書開館時には、大英博物館図書館に納められていた日本古典籍類は、新図書館に移管されることに
なり、現在は大英図書館アジア・アフリカ部が所蔵する。

　まず最初に大英博物館に収蔵された日本語コレクションは、1727年出版された『日本誌』の著者であるエンゲル
ベルト・ケンペルが収集した45点の資料群であった。ケンペルはドイツ人医師でありオランダ東インド会社に雇
われていた。1690年～1692年の間、彼は徳川幕府統制下にあった長崎出島にてオランダ商館付き医師として勤務し
ていた。ケンペルは日本滞在時に多数の書籍、写本、絵画、植物写生、芸術品を集め、ヨーロッパ帰国後、著作執筆の
資料としてそれらを活用した。1716年のケンペル死去後、おそらく1723～1725年の間に彼の遺族によって、ケンペ
ル自筆のノートや書類を含むコレクションが稀代の好事家であったハンス・スローン卿に売却された。スローン卿
の死後、彼の個人コレクションは1753年設立された大英博物館に移管された。

　ケンペル日本コレクションの内訳は地図、辞書、案内記、年代記、年鑑、軍記物を含む物語類、さらには詩歌、浄瑠
璃本などと多岐に渡る。一見これらには著しい特徴もなく、概ね小型の板本資料によって体をなしている。しかし、
これらこそがまさにケンペルが日本滞在時に容易く入手できたものなのである。また時が経つにつれ、一部資料は
日本での所在が稀となり、書誌学的貴重度が高くなったものもある。ケンペルが収集した資料には本人自筆による
書き込みが残され、執筆のために一次資料として大いに活用していたことが認められる。また、そこからケンペル
の日本とその文化に対する見識と理解を窺い知ることもできるのである。

　さて、ケンペル日本コレクションは大英博物館に収蔵された後、長らく日の目を見ることがなかった。博物館の
試みとして1770年12月、当時ロンドンに滞在していた中国人彫塑家のChetqua（譚其奎）にコレクションの概要を
明らかにすることを求めた事例が残されている。Chetquaには日本語の知識がなかった故に彼のコメントは推定
の域に止るが、時として驚くべき、あるいはユーモラスな見識録が記録されている。

　なお、ケンペル日本コレクションには七通の古文書類が含まれ、例えば、出島門鑑（通行許可書）から、ケンペルの
当時の生活を垣間見ることができる。ケンペルは著作『日本誌』の序文中、身を挺してケンペルのために書籍や資料
を集めた日本人助手の並々ならぬ努力に触れている。この助手が何者であるか判明したのは、ケンペルの残した助
手に対する「請状之事」に、後に大通詞となり日蘭関係の要として活躍した今村源右衛門（英生）（1671～1736）の名
が記されていたからである。

　大英図書館としては、国文学研究資料館と日本古典籍資料の共同研究に取り組むことは永年の宿願であった。ま
ずケンペル日本語資料のデジタル化に取り組むこととなり、近い将来、世界中の研究者に向けて、オンラインで情
報発信できることを心から楽しみにしている。

〈共同研究〉
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︻
研
究
開
発
系
共
同
研
究
︼

〈研究活動・進捗状況等報告〉

開
発
の
経
緯

　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
公
開
さ
れ
た「
史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検

索
シ
ス
テ
ム
」は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
、開
発
時
に
お

け
る
動
機
は
、泥
臭
い
木
簡
読
解
現
場
で
の
、切
実
な
欲
求
だ
っ
た
。

　

奈
良
文
化
財
研
究
所（
以
下
奈
文
研
）で
は
、発
掘
調
査
で
日
毎
出
土
す
る

木
簡
の
文
字
を
、日
々
読
ん
で
い
る
。一
三
〇
〇
年
に
及
ぶ「
土
中
ラ
イ
フ
」に

よ
っ
て
木
簡
の
墨
痕
は
薄
れ
、時
に
破
損
す
る
。要
す
る
に
、木
簡
の
文
字
は

読
み
に
く
い
。だ
か
ら
、字
形
の
サ
ン
プ
ル
集
が
必
須
と
な
る
。そ
こ
で
、木
簡

の
文
字
画
像
を
集
め
た
木
簡
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
開
発
し
た
の
だ
っ
た
。

　

同
時
期
に
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所（
以
下
編
纂
所
）が「
電
子
く
ず
し
字
字

典
」を
開
発
し
た
の
も
、同
様
の
事
情
に
よ
る
。こ
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、し
ば
し
ば
相
互
に
参
照
さ
れ
た
。な
ら
ば
一
度
に
検
索
で
き
た
ら
便
利
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、二
〇
〇
九
年
に
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
公

開
し
た
の
で
あ
る
。こ
の
連
携
検
索
は
、史
料
読
解
の
基
本
的
ツ
ー
ル
と
し
て

今
な
お
広
く
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

連
携
検
索
は
、文
字
読
解
の
深
化
や
研
究
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
流
な
ど
、大
き
な

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
生
み
出
し
た
。ま
た
、漢
字
字
体
規
範
史
研
究（H

N
G

）グ

ル
ー
プ
や
、海
外
の
研
究
機
関
な
ど
、こ
の
連
携
を
期
に
新
た
な
交
流
が
始

ま
っ
た
。こ
う
し
た
中
、国
立
国
語
研
究
所（
以
下
国
語
研
）か
ら
、国
文
学
研

究
資
料
館（
以
下
国
文
研
）で
開
始
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
の
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
で
は
、人
文
学
研
究
に
お
い
て
、大
量
の
資
料
の
研

究
資
源
化
の
意
義
、す
な
わ
ち
将
来
的
な
デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
実
現
と
い
う

目
標
が
、す
で
に
明
示
さ
れ
て
い
た
。そ
し
て
、汎
用
性
、公
開
性
と
い
っ
た
要

素
の
重
要
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。こ
の
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
と

の
出
会
い
に
よ
っ
て
、泥
の
中
か
ら
蓮
の
花
が
咲
き
、連
携
検
索
は
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

新
た
な
連
携
体
制
に
お
け
る
方
向
性

　

こ
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
の
連
携
検
索
を
模
索
す
る
中
で
、あ
ら
ゆ
る
研

究
機
関
や
利
用
者
に「
開
か
れ
て
い
る
」、参
加
機
関
は「
対
等
で
あ
る
」、「
継

続
的
で
あ
る
」、と
い
う
三
つ
の
根
本
理
念
に
行
き
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、こ
の
理
念
に
則
っ
た
連
携
検
索
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
方
法

を
検
討
す
る
中
で
、三
つ
の
理
念
に
基
づ
く「
研
究
資
源
の
共
有
と
連
携
検
索

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」の
構
築
を
目
指
そ
う
と
す
る
方
向
性
に
辿
り
着
い
た

の
で
あ
る
。フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
以
下
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

１　
「
理
念
」の
宣
言  

　
�　

宣
言
文「IIIF

（International Im
age Interoperability Fram

ew
ork

）

に
基
づ
く
歴
史
的
文
字
研
究
資
源
情
報
と
公
開
の
指
針
」を
公
表
。デ
ー
タ

は
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
す
る
。

　
　

２　

東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
史
的
文
字
情
報
化
仕
様
の
提
案

　

�　
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
関
す
る
仕
様（
第
一
版
）」を
公
開
。こ
の
仕
様
は
、

今
後
の
研
究
や
連
携
に
進
展
に
対
応
し
て
の
改
訂
・
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
の
理
念
と
未
来

奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
平
城
地
区
史
料
研
究
室　

室
長

馬ば

場ば　
　

基は
じ
め　
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を
期
し
て
い
る
。

　
　

３　

公
開
デ
ー
タ
作
成

　
�　

右
記
に
基
づ
くIIIF

デ
ー
タ
を
賛
同
各
機
関
が
公
開
。各
機
関
が
そ
れ

ぞ
れ
検
索
機
能
を
用
意
し
て
も
良
い
と
し
た
。

　
　

４　

史
的
文
字
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　

�　

公
開
デ
ー
タ
の
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。ま
た
開
発
用A

PI

を
公

開
し
て
新
規
参
入
を
促
進
。

　

こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
検
討
に
は
国
内
外
七
機
関（
奈
文
研
・
編
纂
所
・
国

文
研
・
国
語
研
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究

所
・
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
／
数
位
文
化
中
心
）が
参
画
し
、実
施
に

は
現
時
点
で
六
機
関（
右
記
よ
り
社
会
科
学
院
を
除
く
）が
参
加
し
て
い
る
。

成
果
と
課
題

　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
の「
史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
」

公
開
は
、前
記
４
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。現
時
点
で
の
達
成
点
は
以
下
の

通
り
と
考
え
て
い
る
。

　

①　

各
機
関
の
独
自
性
を
尊
重
し
た
対
等
な
連
携
検
索
の
実
現

　

�　

参
加
各
機
関
が
デ
ー
タ
を
保
持
・
公
開
し
、そ
れ
を
共
通
に
検
索
す
る
、

対
等
で
開
か
れ
た
枠
組
み
を
構
築
。東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
最
大
の
文
字

コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
紀
元
前
後
～
十
九
世
紀
・
デ
ー
タ
総
数
約
一
五
〇
万
件
）

を
実
現
。な
お
、各
機
関
の
検
索
機
能
と
、連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
側
の
役
割

分
担
を
行
う
こ
と
で
、世
界
で
も
初
め
て
のIIIF

デ
ー
タ
の
本
格
的
検
索

を
実
現
し
得
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　
　

②　

国
際
的
な
標
準
規
格
に
準
拠
し
た
枠
組
み
構
築

　

�　

IIIF

規
格
に
準
拠
し
つ
つ
、漢
字
画
像
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
仕
様
に

よ
り
、国
際
的
な
枠
組
み
を
構
築
。ま
た
検
索
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
・API

公

開（
中
研
院
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
独
自
サ
イ
ト
開
設
）。

　

③　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
も
含
め
た
利
便
性
の
向
上

　

�　

連
携
検
索
画
像
等
は
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
、自
由
な
二
次
利
用
が
可
能

（creative com
m

ons CC BY
-SA

相
当
）。す
な
わ
ち
、東
ア
ジ
ア
漢
字

文
化
圏
最
大
規
模
の
文
字
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
、オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て

の
提
供
を
実
現
。な
お
、各
機
関
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
知
的
所
有
権
は
、

各
機
関
の
方
針
に
よ
り
、機
関
ご
と
の
独
自
性
を
尊
重
し
て
い
る
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、こ
れ
か
ら
の
人
文
学
研
究
分
野
で
の
多
機
関
連
携

に
よ
る
研
究
資
源
化
お
よ
び
研
究
資
源
共
有
の
強
化
、そ
れ
ら
を
駆
使
し
て

の
デ
ー
タ
駆
動
型
研

究
に
つ
な
が
る
、重
要

な
成
功
事
例（
考
え

方
・
方
法
・
手
順
等
）に

な
る
は
ず
で
あ
る
。今

後
、さ
ら
に
多
く
の
機

関
に
参
画
を
呼
び
か

け
て
連
携
の
拡
張
を

図
り
つ
つ
、ポ
ー
タ
ル

の
多
様
化
・
高
度
化
を

積
み
重
ね
、学
術
資
源

と
し
て
の
文
字
画
像

デ
ー
タ
を
蓄
積
・
オ
ー

プ
ン
化
・
発
信
し
て
い

く
。期
待
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

史的文字データベース連携検索システム
https://mojiportal.nabunken.go.jp/
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新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
文
庫
情
報

白
百
合
女
子
大
学
文
学
部　

准
教
授

宮み
や
も
と本　

祐ゆ

き

こ

規
子

　

本
稿
で
は
、歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
に
関
連
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介

し
た
い
。本
稿
で
取
り
上
げ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は「
新
日
本
古
典
籍
総
合
Ｄ

Ｂ
」に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館 
狩
野
文
庫（
文
庫
番
号
Ｔ
Ｈ
Ｋ
Ｌ・
Ｔ
Ｈ
Ｋ
Ｋ
、公

開
点
数
二
三
二
、略
称
狩
野
文
庫
）

　

本
文
庫
は
、明
治
の
思
想
家
・
哲
学
者
・
教
育
者
と
し
て
有
名
な
狩
野
亨
吉

（
一
八
六
五-

一
九
四
二
）の
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、東
北
大
学
を
代
表

す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

狩
野
亨
吉
は
、第
一
高
等
学
校
の
校
長
、京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
初
代

学
長
を
務
め
、理
系
・
文
系
ど
ち
ら
に
も
造
詣
の
深
い
学
者
で
あ
っ
た
。夏
目

漱
石
と
親
し
く
、友
人
代
表
と
し
て
弔
辞
を
読
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
知
ら

れ
る
。（
本
文
庫
中
に
は
、こ
の

弔
辞
の
下
書
き
が
含
ま
れ
て

い
る
。）

　

彼
は
熱
心
な
蒐
書
家
で
も

あ
り
、そ
の
十
万
点
以
上
に
及

ぶ
旧
蔵
書
は
、文
学
・
哲
学
・
科

学
を
は
じ
め
美
術
、兵
学
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぶ
。そ
の

充
実
し
た
内
容
か
ら「
古
典
の

百
科
全
書
」「
江
戸
学
の
宝
庫
」

と
し
て
世
界
的
に
も
著
名
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。戦
前
よ
り
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
中
国
と
日
本

を
代
表
す
る
歴
史
書『
史
記　

孝
文
本
紀
』『
類
聚
国
史　

巻
第
二
十
五
』の
二

点
を
は
じ
め
、和
漢
古
典
の
未
刊
本
な
ど
も
多
く
、貴
重
な
も
の
が
幅
広
く
収

集
さ
れ
て
お
り
、そ
の
質
の
高
さ
、幅
の
広
さ
に
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。

　
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
Ｄ
Ｂ
」で
は
、ま
ず
は
料
理
関
係
の
書
籍
を
中
心
に

公
開
を
始
め
て
い
る
。精
進
料
理
・
卓
袱
料
理
・
阿
蘭
陀
料
理
か
ら
豆
腐
・
大

根
・
鯛
な
ど
の
素
材
別
、或
い
は
お
菓
子
、と
料
理
関
連
書
も
非
常
に
幅
広
く

収
集
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
庫
は
、今
後
も
順
次
公
開
さ
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。是
非
活
用
戴
き

た
い
。

『餠蓬莱之圖』
書誌ID：100306879、DOI：10.20730/100306879

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100306879/viewer/6

『菓子譜』
書誌ID：100306913、DOI：10.20730/100306913

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100306913/viewer/10

『菓子雛形』
書誌ID：100306912、DOI：10.20730/100306912

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100306912/viewer/40
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第
六
回
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
国
際
研
究
集
会
・
報
告

　

令
和
二
年
十
一
月
七
日（
土
）に
、第
六
回
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
国
際
研

究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
、初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
可
能
性
と
未
来
」と
い
う
全

体
テ
ー
マ
の
中
に
、三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
①
で
は「
Ｎ
Ｗ
事
業
か
ら
後
継
計
画
へ
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

海
野
圭
介
当
館
研
究
部
教
授
、宮
本
祐
規
子
当
館
古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ

ン
タ
ー
特
任
准
教
授
の
二
名
か
ら「
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
の
現
在
と
未
来
」

と
題
し
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
二
〇
二
〇
に
策
定
さ
れ
た
Ｎ
Ｗ
事
業
の
後
継
計
画

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、佐
藤
悟
実
践
女
子

大
学
文
学
部
教
授
に
よ
る

「
上
紙
摺
と
上
製
本
―
合
巻

研
究
へ
の
高
精
細
デ
ジ
タ

ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の

利
用
―
」の
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。本
発
表
に
関
連
し

た
内
容
の
共
同
研
究
を
、

二
〇
二
一
年
度
か
ら
実
践

女
子
大
学
と
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
②「「
デ
ジ

タ
ル
源
氏
物
語
」の
構
築
と

展
開
」で
は
、東
京
大
学
が

公
開
し
て
い
る「
デ
ジ
タ
ル

源
氏
物
語
」の
取
組
み
に
つ

い
て
、田
村
隆
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
、中
村
覚
同
大
学
史
料
編
纂
所
前
近
代
日
本

史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
助
教
、中
村
美
里
同
大
学
附
属
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ

ス
課
資
料
整
備
係
長
、永
崎
研
宣
人
文
情
報
学
研
究
所
人
文
情
報
学
研
究
部

門
主
席
研
究
員
の
四
名
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。一
般
市
民
に
も
馴

染
み
が
深
い
源
氏
物
語
に
関
係
す
る
取
組
み
が
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、質
疑
応
答
で
は
参
加
者
か
ら
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
③
で
は
、「
若
手
研
究
者
か
ら
の
提
案
：
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン

グ
─
Ｋ
Ｈ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
を
中
心
に
」と
し
て
、三
名
の
若
手
研
究
者
に
よ

る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。発
表
テ
ー
マ
は「
人
文
学
に
お
け
る
探
索
的
デ
ー

タ
分
析
」（
小
風
尚
樹
千
葉
大
学
人
文
社
会
学
系
教
育
研
究
機
構
助
教
）、「
公

文
録
目
録
の
量
的
分
析
―
明
治
十
四
年
頃
の
財
政
を
中
心
に
―
」（
福
田
真
人

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
研
究
科
博
士
課
程
）、「
中
国
・
北
魏
の
石
刻
史

料（
墓
誌
）を
用
い
た
Ｋ
Ｈ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
に
よ
る
分
析
と
文
化
的
社
会
集

団
の
復
元
」（
大
知
聖
子
名
城
大
学
理
工
学
部
助
教
）と
、バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

セ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
実
施
し
た
本
研
究
集
会
の
ラ
イ
ブ

配
信
は
、最
高
同
時
接
続
者
数
が
一
九
四
名
に
達
し
、こ
れ
か
ら
の
人
文
学
研

究
に
つ
い
て
研
究
者
や
大
学
関
係
者
の
関
心
度
の
高
さ
を
伺
え
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
研
究
集
会
の
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
及
び
発
表
資
料
は
国
文
学
研
究
資
料
館

歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
サ
イ
ト
に
現
在
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.nijl.ac.jp/pages/cijproject/sym

po2020.htm
l

　

ま
た
、第
七
回
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
国
際
研
究
集
会
を
令
和
三
年
十
一

月
十
一
日（
木
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
予
定
で
す
。

※
文
中
の
所
属
・
役
職
名
は
開
催
当
時
の
も
の
で
す
︒

古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー

佐藤悟氏による発表
「上紙摺と上製本
―合巻研究への高精細デジタルマイクロスコープの利用―」
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Ｄ
Ｏ
Ｉ
っ
て
、な
に
？

　

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
、古
典
籍
の
画
像
を
み
て

い
る
と
、右
横
に
書
誌
デ
ー
タ
な
ど
が
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
に

D
O

I

と
い
う
項
目
が
あ
り
、な
に
や
ら
数
字
が
列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。研
究
者
の
な
か
に
は
、論
文
な
ど
で
既
に
ご
存
じ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、こ
のD

O
I

を
ど
う
使
っ
た
ら
良
い
の
か
、使
っ
た
経
験
が
あ
る
方

は
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。使
い
方
次
第
で
、大
変
便
利
な
デ
ー
タ
と
な

る
は
ず
で
す
。

　

D
O

I

は
、Digital O

bject Identifier
の
頭
文
字
か
ら
な
り
ま
す
。ウ
ェ
ブ

上
の
デ
ジ
タ
ル
文
献（
論
文
や
研
究
資
料
）と
一
対
一
に
対
応
す
る
よ
う
に
付

与
さ
れ
た
、国
際
的
な
デ
ジ
タ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
で
す
。Microsoft 

Edge

やFirefox

な
ど
の
ブ
ラ
ウ
ザ
に
入
力
す
る
と
、文
献
等
の
所
在
情
報

（U
RI

）に
変
換
さ
れ
ま
す
。URI

は
、皆
さ
ん
も
ご
存
じ
のU

RL

（
ウ
ェ
ブ
上

の
住
所
）と
、ウ
ェ
ブ
側
で
認
識
さ
れ
る
名
前
と
か
ら
な
る
と
お
考
え
く
だ
さ

い
。

　

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
し
て
い
る
特
定
の
典
籍
画
像

を
み
る
た
め
に
は
、ウ
ェ
ブ
上
に
表
記
さ
れ
るU

RL

を
お
さ
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
ね
。と
こ
ろ
が
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、な
ん
ら
か
の
理
由
で
変
更

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、URL

の
変
更
な
ど
が
生
じ
が
ち
で
す
。い
わ
ゆ
る
リ
ン

ク
切
れ
は
、こ
う
し
て
発
生
し
ま
す
。

　

D
O

I

は
、そ
う
し
た
事
態
を
回
避
で
き
る
仕
組
み
で
す
。サ
イ
ト
のU

RL

が
変
わ
っ
て
も
、DO

I

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。ウ
ェ
ブ
上
の
デ
ジ
タ
ル
文
献
を
、

D
O

I

を
使
っ
て
管
理
す
れ
ば
、常
に
同
じU

RL

で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み

（
本
来
のU

RL

へ
の
転
送
）が
作
ら
れ
る
の
で
す
。た
と
え
ば
、研
究
者
が
論
文

な
ど
を
執
筆
す
る
と
き
、「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た

／
参
照
し
た
」と
し
て
、URL

を
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
、十

年
、二
十
年
と
い
う
時
間
の
経
過
と
共
に
、何
ら
か
の
事
情
で
そ
のU

RL

が
リ

ン
ク
切
れ
と
な
り
、結
局
ど
ん
な
デ
ー
タ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
の

か
、当
代
の
読
者
に
は
判
ら
ず
、検
証
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
ら
、不

便
こ
の
上
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。論
文
に
せ
よ
、研
究
デ
ー
タ
に
せ
よ
、検

証
可
能
性
の
継
続
が
最
も
重
要
な
の
で
す
。

　

す
べ
て
のD

O
I

を
管
理
し
、URL

の
転
送
を
行
っ
て
い
る
の
は
国
際D

O
I 

財
団
で
あ
り
、国
文
研
は
、日
本
で
唯
一
のD

O
I

登
録
機
関
ジ
ャ
パ
ン
リ
ン
ク

セ
ン
タ
ー（JaLC

）の
正
会
員
と
し
て
、古
典
籍
一
点
ご
と
に
付
与
し
て
い
ま

す
。た
と
え
ば
国
文
研
所
蔵
の『
伊
勢
物
語
』は
相
当
点
数
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、

こ
のD

O
I

を
明
示
す
る
こ
と
で
特
定
出
来
る
の
で
す
。DO

I

は
、各
機
関
固
有

番
号
を
示
すprefix

（
プ
レ
フ
ィ
ッ
ク
ス
）と
、個
々
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
特
定

す
るsuffi

x

（
サ
フ
ィ
ッ
ク
ス
）と
を「/

」（
ス
ラ
ッ
シ
ュ
記
号
）で
繋
い
だ
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。DO

I

の
前
に
、「https://doi.org

」を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

U
RL

と
し
て
機
能
し
ま
す
。国
文
研
のprefix

は「10.20730

」で
あ
り
、国
文

研
が
撮
影
、提
供
を
受
け
た
他
機
関
所
蔵
の
古
典
籍
に
も
付
与
し
て
い
ま
す
。

研
究
デ
ー
タ
を
保
管
管
理
し
て
い
る
機
関
の
み
付
与
で
き
、永
久
に
維
持
す

る
こ
と
に
責
任
を
持
っ
て
い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　

研
究
者
は
、論
文
な
ど
で
ど
の
よ
う
に
記
述
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

論
文
本
文
や
註
な
ど
に「D

O
I

：10.20730/200023596

」な
ど
と
書
く
、あ
る

い
は
近
年
は「https://doi.org/10.20730/200023596

」と
す
べ
て
記
載
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
もD

O
I

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
何
コ
マ
目
と
い
う
限
定
を
す
る

場
合
、そ
の
旨
併
記
が
親
切
で
す
。

古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー
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こ
ん
な
古
典
籍
が
あ
っ
た
！
〜
拠
点
大
学
古
典
籍
画
像
紹
介
〜
第
８
回

　
　
　

�
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
で
は
、二
〇
一
五
年
度
か
ら
、拠
点
大
学
に
お

け
る
古
典
籍
の
撮
影
を
実
施
し
て
い
ま
す
。新
日
本
古
典
籍
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
た
古
典
籍
か
ら
、各
大
学
お
す
す
め
の

一
点
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
立
教
大
学
図
書
館
所
蔵『
安
政
雑
志（
あ
ん
せ
い
ざ
っ
し
）』

U
RL

：https://doi.org/10.20730/100289184

　

血
飛
沫
が
飛
ぶ
凄
惨
な
事

件
や
そ
の
挿
絵
が
目
を
引
く

も
の
の
、調ち
ょ
う
れ
ん練
の
ま
ね
を
す

る
狸
等
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
記
事

も
散
見
さ
れ
る
本
書
は
、『
藤

岡
屋
日
記
』
を
典
拠
の
ひ
と

つ
と
す
る
安
政
年
間
の
奇
談

集
で
あ
る
。

　

立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
の

江
戸
川
乱
歩
旧
蔵
本
の
み
の

孤
本
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、

近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、筆

致
や
記
載
順
序
な
ど
か
ら
名

古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

『
浮
世
珍
説
録
』が
本
書
の
模

写
本
で
あ
る
と
確
認
さ
れ

た
。幽
霊
や
転
生
な
ど
、不
可

思
議
な
も
の
に
対
す
る
当
時

の
認
識
も
興
味
深
い
。

●
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
慶
應
義
塾
図
書
館
）所
蔵

『
二
條
家
中
興
御
俳
諧
式（
に
じ
ょ
う
け
ち
ゅ
う
こ
う
ご
は
い
か
い
し
き
）』

U
RL: https://doi.org/10.20730/100305789

　

五
摂
家
の
一
つ
二
条
家
に
お
い
て
、寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）九
月
五
日
に
、

宗
匠
加か
と
う藤
暁き
ょ
う
た
い
台
を
召
し
て
行
わ
れ
た
俳
諧
の
会
を
記
録
し
た
資
料
で
、「
二
条

家
御
中
興
／
御
殿
之
俳
諧
」と
い
う
書
名
で
も
知
ら
れ
る
。当
日
の
献
立
、調

度
品
、座
席
図
、二に
じ
ょ
う条
治は
る
た
か孝

の
発
句「
思
ふ
そ
よ　

し

る
へ
の
松
に　

秋
の
月
」

に
続
き
、暁
台
ら
の
俳
人

に
よ
っ
て
唱
和
さ
れ
た
連

句
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。大
阪
商
船
株
式
会
社

役
員
等
を
歴
任
す
る
傍

ら
、俳
人
と
し
て
活
躍
し

た
奈な

ら良
鹿し
か
ろ
う郎（

一
八
八
九

～
一
九
六
〇
）の
旧
蔵
書

「
奈
良
文
庫
」に
含
ま
れ
る

資
料
で
あ
る
。

（該当部分を見る：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100305789/viewer/8）

（該当部分を見る[右]：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100289184/viewer/18）
（該当部分を見る[左]：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100289184/viewer/19）

※�

画
像
の
転
載
や
翻
刻
掲
載
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、利
用
条
件
の
ペ
ー
ジ

　
（https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/usage.htm

l

）を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定

■
第
七
回
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
国
際
研
究
集
会

［
開
催
日
］二
〇
二
一
年
十
一
月
十
一
日（
木
）

［
開
催
方
法
］オ
ン
ラ
イ
ン
方
式

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
情
報
等
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

英
文
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
四
号
刊
行

　

Studies in Japanese Literature and Culture

の
第
四

号「Volum
e 4: INTERACTION OF KNOW

LEDGE2021

」

を
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
三
月
末

に
刊
行
し
ま
し
た
。

　

�https://w
w

w
.nijl.ac.jp/pages/cijproject/sjlc.

htm
l 

　

�

右
記U

RL

か
ら
全
冊
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。個

別
論
文
の
み
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合
は
、各
論
文
の

PD
F

ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
と
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研

究
所
斯
道
文
庫
と
の
間
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

に
関
す
る
覚
書
を
締
結

　

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
と
、覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、斯
道
文
庫
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
、「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」よ
り

公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

仙
台
郷
土
史
と
伊
達
家
稀
覯
本
を
伝
え
る
貴
重

古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
公
開
へ

　

仙
台
市
民
図
書
館
よ
り
同
館

が
所
蔵
す
る
古
典
籍（
江
戸
時

代
以
前
の
本
）の
デ
ジ
タ
ル
画

像
五
二
八
点
の
提
供
を
受
け
、

二
〇
二
一
年
三
月
九
日
に「
新

日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」で
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

「
デ
ー
タ
駆
動
に
よ
る
課
題
解
決
型
人
文
学
の

創
成
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
のW

eb

ペ
ー
ジ
を
開
設

　

文
部
科
学
省
の「
学
術
研

究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
関
す
る
基
本
構
想

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
─

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ2020

─
」に

人
文
社
会
系
で
唯
一
策
定
さ

れ
た
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業

の
後
継
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る「
デ
ー
タ
駆
動
に
よ
る
課

題
解
決
型
人
文
学
の
創
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」のW

eb

ペ
ー
ジ
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

概
要
を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://lab.nijl.ac.jp/hum
anitiesthroughddps/

　

歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業W

eb

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

可
能
で
す
。

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
お
知
ら
せ

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、目
次
と
な
る

「
見
出
し
語
」、画
像
の
文
字
を
テ
キ
ス
ト
化
す
る「
翻
刻
」、

挿
絵
な
ど
の「
図
像
」を
中
心
に
、検
索
の
た
め
に
鋭
意

《
タ
グ
》
を
付
与
し
続
け
て
い
ま
す
。検
索
の
際
に
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「海國兵談」仙台市民図書館所蔵


